
 

 

大部小だより 

 

令和７年７月 

     「やさしく かしこく たくましく」 文責：学校長 

 

  

７月に入りました。１学期も残りわずかです。いろんなことを学習し、多くの経験を積

み重ね、個として、集団として成長してきました。「やさしさ」「かしこさ」「たくましさ」

を育み、ウェルビーイングな大部小学校を創り上げてきました。この貴重な学びや成長を

大切にして今後につなげていくためにも、この７月を、１学期最後の月を、有意義に過ご

していきたいと思います。 

 先日の第２回オープンスクールでは、たくさんの

保護者の皆様、地域の皆様にお越しいただき、子ども

たちの学びの様子を見ていただきました。２時間を

授業公開し、担任の授業とともに、専科や教科担任の

授業も見ていただきました。いろんな教科をいろん

な先生と学習している子どもたちの多様な学びの姿

を見ていただきました。 

いかがだったでしょうか。子どもたちの成長を、学習集団としての成長を感じていただ

けたでしょうか。保護者の皆様にご協力いただいたアンケートでは、「楽しそうに授業を受

けていて安心した」「積極的に手を挙げて発表していて驚いた」「意欲的に学習に取り組ん

でいた」「友達の発表を聞く姿勢が良かった」など、肯定的なご意見をたくさんいただきま

した。反面、子ども、学級、教師のさらなる成長を期待するご意見もいただきました。あ

りがとうございました。現状をしっかりと把握し、今後の教育活動のさらなる深化・充実

につなげていきたいと思います。 

 今、学校全体として取り組んでいることがあります。

それは、「廊下を正しく歩くこと」です。基本的な学校生

活のルールなのですが、ついつい走ってしまう子どもの

姿が見られます。こけたりぶつかったりすると、自分が

痛い目に合うだけでなく、大切なまわりの友達を傷つけ

てしまうかもしれません。児童会が６月の生活目標を「安

全に過ごし、人にやさしく生活しよう」と決め、みんなで

気をつけようと呼びかけたり、生活指導担当の教員が朝

会で訴えかけたりしましたが、なかなか徹底し切れませ

ん。周りがどれだけ呼びかけても、注意しても、訴えかけ

ても、本人が本気で意識しないと行動は変わりません。

やはり、自分で考えないといけないのです。単に「して

はいけない」ではなく、「なぜ廊下を走ってはいけないのか」

「なぜ歩くといいのか」をじっくり考えないといけません。そのうえで「自分はどうする

▲廊下中央に折り鶴を… 

意識化を図る工夫の一つ 



のか」を自己決定する必要があります。 

時間はかかるかもしれませんが、一人一人がじっくり考える時間をこれからも大切にし

ていきたいと思います。１学期終業式の日に、「みんな廊下を正しく歩けるようになった

ね！」とみんなで喜び合うことができるよう、チーム大部で取り組んでいきます。 

 

 

 

 本当に暑い日が続いています。梅雨が明け、夏本番の暑さが長く続

きそうです。 

 登校時、下校時の日差しが大変強くなっています。私も毎朝校門に

立って子どもたちを出迎えていますが、日傘は欠かせません。体感温度が全然違います。

暑さが軽減されます。子どもたちにも、日傘を強く推奨します。日傘を差してほしいです。

保護者の皆様、お子様の健康、命を守るために、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

  

 

７月 １日（火） 国民安全の日 第１回学校運営協議会 
 ２日（水） １年２組ユニバーサルデザイン授業研究会 

   ３日（木） ５・６年期末テスト（国・算） 
   ４日（金） ４年社会見学（クリーンセンター） ５・６年期末テスト（社・理） 
         クラブ活動 
   ７日（月） 児童朝会 ４年福祉体験学習（車いす体験） 
   ８日（火） 第２回町別児童会 
   ９日（水） ３年社会見学（共進牧場） 
  １１日（金） 集会 委員会活動 
  １４日（月） 朝会 ５校時下校 
  １５日（火） 代表委員会 ５校時下校 
  １６日（水） 読み聞かせ会 大掃除 
  １８日（金） １学期終業式 
  ２１日（月） 海の日 
  ２２日（火）～夏季休業日（～８月２６日） 
 
８月１１日（月）～学校閉庁日（～８月１５日） 
 
 
 
 
  ２７日（水） ２学期始業式 
  ２８日（木） ５校時下校 
  ２９日（金） 委員会活動 ５年自然学校保護者説明会 
 
 

 

学校閉庁期間の緊急連絡先 

★小野市教育委員会 ６３－２４０９（直通） 

 （夜間・休日は小野市役所６３－１０００） 

 

◆交通事故、水難事故にご注意ください。安全第一です。熱中症にも十分お気
をつけください。 

◆スマホやゲーム等、情報通信機器の適切な使用をお願いします。お子様の使
用状況を把握していただくとともに、ネット社会の危険からお子様をお守り
ください。 


